第４回千葉県少年少女空手道選抜大会
令和８年９月１３日　(日)　船橋アリーナ

大　会　審　判　資　料

公益財団法人全日本空手道連盟空手競技規定及び本大会申し合わせ事項によって執り行う。

（１）組　手　競　技
[bookmark: _Hlk162366635]①　トーナメント方式で行う。競技時間は１分３０秒　６ポイント差にて勝負を決定する。
[bookmark: _Hlk70267683]②　１２歳未満の組手競技規定とする。上段蹴りスキンタッチ、手技による接触、足払いは反則とする。中段部位への得点技については、カデットルールと同様とする。
③  怪我をしている選手は出場できない。手足のテーピングは必要最小限のものに限り主審の許可を得た上で認める。包帯、又はサポーターの使用は禁止とする。テーピングが必要な場合、事前にﾄﾞｸﾀｰのﾁｪｯｸを受ける事
　  ④  全日本空手道連盟検定品の安全具を使用すること。ニューメンホー７、リバーシブル拳サポーター・小３以上男子セーフティカップ・ボディプロテクター・インステップガード・シンガード(白色、全空連検定品)
⑤　JKF競技規定変更に概要について（2026年2月23日通達版）を適用する
　　
　（２）個　人　形　競　技
①　トーナメント方式で行う。判定は審判員のフラッグ本数にて勝敗を決定する。
②　１回戦～準々決勝まで、全空連基本形より選択（繰返し演武可とする）。
[bookmark: _Hlk67922389]③　準決勝　全空連　第１又は第２指定形　準々決勝までで未使用の基本形より選択。
④　決勝戦　準決勝までで未使用の全空連第１又は第２指定形及び基本形より選択。
⑤　決勝まで全て2名同時演武としＪ1の短笛で開始する。
⑥　各回戦にて定められた形を演武することができない場合はその時点で棄権扱いとする。
⑦　JKF競技規定変更に概要について（2026年2月23日通達版）を適用する

（３）団　体　形　競　技
①　トーナメント方式で行う。判定は審判員のフラッグ本数にて勝敗を決定する。
②　１回戦～準々決勝戦まで、全空連基本形より選択（繰り返し演武可とする）
③　準決勝戦　全空連第１・第２指定形または準々決勝までで未使用の基本形より選択
④　準決勝戦及び決勝戦で同一の形を使用可能とします
⑤　各回戦にて定められた形を演武することができない場合はその時点で棄権扱いとする

（３）その他について
1 赤・青帯は選手各自で用意すること。『千葉』の胸マーク、全小の腕ワッペンは禁止。
2 放送で選手の呼び出しはしない。点呼の時不在であれば棄権とする。
3 形競技で違反があった場合コート長は必ず審判員に確認をし、判定を言い渡す際もその理由を選手等に説明をすること。
④　プロテストについては取り入れない。但し、競技について規定違反など異議申し立てがある場合については当日の団体の代表者が速やかにコート長に申請すること。
